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巻頭言  
 
 本研究は、物の所有権を消費者に移転させることなく物から得られるサービ
スを提供するビジネススタイルに転換することをサービサイズと呼び、その背
景、効果、実現のための政策について研究するものである。  
 本報告書においては、以下の 3 編の研究報告を掲載することとした。  
 まず、倉阪の「サービサイズの可能性とその実現に向けて」である。この論
文では、サービサイズ概念を Product Service Systems（PSS）概念との異同を明
確にしつつ定義するとともに、サービサイズの障壁とそれを取り除くための政
策が整理されている。また、政策なしに広がりつつあるカーシェアリングに注
目して、その費用構造を明らかにするとともに、なぜ、カーシェアリングは政
策なしに広がりつつあるのか、他の製品に広がる可能性があるのかといった点
を検討されている。  
 次に、胡紓寒の「Study on Environmental Impacts and Economic Implications of 
Car-Sharing」と「日本におけるカーシェアリングの現状及び動き」である。こ
「Study on Environmental Impacts and Economic Implications of Car -Sharing」では、
カーシェアリングの定義と特徴を整理するとともに、その種類と、導入に当た
っての障壁を整理し、カーシェアリングの環境効果と経済影響が考察されてい
る。「日本におけるカーシェアリングの現状及び動き」はインタネット情報と新
聞記事によって日本におけるカーシェアリングのタイプをまとめ、また最近の
具体的な動きを把握して、今後の展望を述べている。  
 四編目は、朱迅の「資源立地型都市の分類に関する研究」である。この論文
は、少し視点を変えて、サービサイズについて都市レベルでの枯渇性資源への
依存度の指標化という観点からアプローチするものである。本論文では、資源
産出型都市と資源依存型都市の２つの新しい概念を提出し、この二種類の資源
立地型都市の概念に即して、日本の福岡県の都市を事例として分析した上で、
更なる概念の発展の方向性を探っている。  
 また、本報告書には、研究過程でのヒアリング等の資料を抜粋して収録した。
ヒアリングなどに応じていただいたみなさまに感謝したい。  
 なお、本研究プロジェクトの一環として、胡は、「中国における自動車再生品
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の利用実態分析及び自動車リサイクル部品市場育成に関する政策研究―先進国
である日本の経験の活用」というテーマで富士ゼロックス研究助成を獲得する
とともに、胡と倉阪の共著による論文 Projection of end-of-Life vehicle (ELV) 
population at provincial  level of China and analysis on the gap between the future 
requirements and the current situation of ELV treatment in China が Journal of Material 
Cycles and Waste Management  December 2012 に掲載されている。この論文は、
自動車産業のサービサイズの前提となる廃自動車の排出量予測を中心とする論
文となっている。  
 今後も、サービサイズの進展に向けて、さらに研究を進めてまいりたい。  
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